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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　肌当接面及びそれに対向する肌非当接面と、前胴周り域および後胴周り域と、それら胴
周り域の間に位置する股下域と、横方向へ延びる両端部および縦方向へ延びる両側部とを
含み、体液を吸収保持する吸収性インナーパッドを肌当接面に装着して該インナーパッド
とともに着用する使い捨て着用物品において、
　前記インナーパッドを前記肌当接面に押し当てる横方向へ長い伸縮性バンドが、前記前
胴周り域と前記後胴周り域とのうちの少なくとも一方における前記肌当接面に伸縮可能に
取り付けられ、前記伸縮性バンドが、前記両側部に位置して前記物品に固着された固定両
端部と、前記固定両端部の間に位置し、前記肌当接面に対向する内面を有する自由伸縮部
とから形成されており、
　前記自由伸縮部の前記内面に止着部が形成されており、前記自由伸縮部が、前記止着部
において前記インナーパッドに着脱不能または着脱可能に止着されていることを特徴とす
る前記着用物品。
【請求項２】
　前記両側部に位置して前記前後胴周り域間に延びる一対の液抵抗性防漏シートを有し、
前記防漏シートが、前記両側部に固着されて縦方向へ延びる固定部と、前記固定部に並行
して縦方向へ延びていて前記肌当接面の上方へ起立性向を有する伸縮性可動部と、横方向
へ倒伏して前記前後胴周り域に固着された固定両端縁部とから形成され、前記伸縮性バン
ドの固定両端部が、前記防漏シートの可動部に固着されている請求項１記載の着用物品。
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【請求項３】
　伸縮性バンドの自由伸縮部を横方向へ所定の倍率に伸長させた状態で該バンドの固定両
端部が前記物品に固着されている請求項１または請求項２に記載の着用物品。
【請求項４】
　前記自由伸縮部の前記止着部が、前記自由伸縮部の前記内面に塗布され、かつ、剥離紙
に被覆保護された粘着剤から形成されており、前記伸縮性バンドが、前記粘着剤を介して
前記インナーパッドに着脱可能に連結される請求項１～３のいずれかに記載の着用物品。
【請求項５】
　前記自由伸縮部の前記止着部が、前記自由伸縮部の前記内面に取り付けられた、複数の
フックを有する雄型のメカニカルファスナから形成されており、前記伸縮性バンドが、前
記メカニカルファスナを介して前記インナーパッドに着脱可能に連結される請求項１～３
のいずれかに記載の着用物品。
【請求項６】
　肌当接側に位置する透液性表面シートと、肌非当接側に位置する不透液性裏面シートと
、前記表裏面シートの間に介在する吸液性第１コアとから形成され、前記インナーパッド
が、透液性被覆シートと、前記被覆シートに包被された吸液性第２コアとから形成されて
いる請求項１～５のいずれかに記載の着用物品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、吸収性インナーパッドを肌当接面に装着して該パッドとともに着用する使い
捨て着用物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　前胴周り域および後胴周り域と、それら胴周り域の間に位置する股下域と、横方向へ延
びる両端部および縦方向へ延びる両側部とを有し、胴周り開口と一対の脚周り開口とが形
成され、体液を吸収保持する吸収性インナーパッドを肌当接面に装着して該インナーパッ
ドとともに着用するパンツ型の使い捨て着用物品がある（特許文献１参照）。
【０００３】
　この着用物品の股下域には、横方向へ所定寸法離間して縦方向へ延びる一対の防漏シー
トが取り付けられている。防漏シートは、股下域の両側部に固着された固定部と、固定部
に平行する可動部と、横方向内方へ倒伏して物品に固着された固定両端縁部とから形成さ
れている。防漏シートの可動部には、縦方向へ延びる複数条の伸縮性弾性部材が伸縮可能
に取り付けられている。物品では、それが肌当接面を内側にして縦方向へ湾曲すると、弾
性部材が収縮して防漏シートの可動部が肌当接面の上方へ起立し、可動部が体液の横漏れ
を防ぐ障壁を形成する。物品は、それら防漏シートの間にインナーパッドを装着すること
で、パッドの両側部が防漏シートの可動部に支持される。この物品は、インナーパッドの
ずれ動きを防漏シートの可動部によって防止することを意図している。
【特許文献１】特開２００４－２３６７４０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に開示の着用物品では、防漏シートの可動部がインナーパッドを物品の肌当
接面に押し当てることはないから、それら防漏シートを介してパッドを物品の肌当接面に
固定することはできない。この物品は、防漏シートが低剛性の繊維不織布から作られてい
るので、物品の着用中に着用者の動作が防漏シートに伝わると、防漏シートの可動部に捻
れや捲れが生じ、インナーパッドが防漏シートの間から外れてずれ動いてしまう場合があ
る。インナーパッドがずれ動くと、パッドが排泄位置からずれ、体液がパッドに吸収され
ずにパッドの外側に漏れてしまう場合がある。また、この物品は、その股下域で体液を吸
収保持することはできないから、多量の体液が排泄されると、パッドに吸収しきれない体
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液が肌当接面を拡散して物品を広範囲に汚してしまう。
【０００５】
　本発明の目的は、インナーパッドを肌当接面に固定することができ、パッドのずれ動き
を防ぎつつ、パッドに体液を吸収保持させることで、排泄物の漏れを防ぐことができる使
い捨て着用物品を提供することにある。本発明の他の目的は、排泄された多量の体液を吸
収保持することができる使い捨て着用物品を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　前記課題を解決するための本発明の前提は、肌当接面及びそれに対向する肌非当接面と
、前胴周り域および後胴周り域と、それら胴周り域の間に位置する股下域と、横方向へ延
びる両端部および縦方向へ延びる両側部とを含み、体液を吸収保持する吸収性インナーパ
ッドを肌当接面に装着して該インナーパッドとともに着用する使い捨て着用物品である。
【０００７】
　前記前提における本発明の特徴は、前記インナーパッドを前記肌当接面に押し当てる横
方向へ長い伸縮性バンドが、前記前胴周り域と前記後胴周り域とのうちの少なくとも一方
における前記肌当接面に伸縮可能に取り付けられ、前記伸縮性バンドが、前記両側部に位
置して前記物品に固着された固定両端部と、前記固定両端部の間に位置し、前記肌当接面
に対向する内面を有する自由伸縮部とから形成されており、前記自由伸縮部の前記内面に
止着部が形成されており、前記自由伸縮部が、前記止着部において前記インナーパッドに
着脱不能または着脱可能に止着されていることにある。
【０００８】
　本発明の実施態様の一例は、前記両側部に位置して前後胴周り域間に延びる一対の液抵
抗性防漏シートを有し、防漏シートが、物品の両側部に固着されて縦方向へ延びる固定部
と、固定部に並行して縦方向へ延びていて肌当接面の上方へ起立性向を有する伸縮性可動
部と、横方向へ倒伏して前後胴周り域に固着された固定両端縁部とから形成され、伸縮性
バンドの固定両端部が防漏シートの可動部に固着されている。
【０００９】
　本発明の実施態様の他の一例として、伸縮性バンドの自由伸縮部を横方向へ所定の倍率
に伸長させた状態で該バンドの固定両端部が物品に固着されている。
【００１０】
　本発明の実施態様の他の一例は、前記自由伸縮部の前記止着部が、前記自由伸縮部の前
記内面に塗布され、かつ、剥離紙に被覆保護された粘着剤から形成されており、前記伸縮
性バンドが、前記粘着剤を介して前記インナーパッドに着脱可能に連結される。
【００１１】
　本発明の実施態様の他の一例は、前記自由伸縮部の前記止着部が、前記自由伸縮部の前
記内面に取り付けられた、複数のフックを有する雄型のメカニカルファスナから形成され
ており、前記伸縮性バンドが、前記メカニカルファスナを介して前記インナーパッドに着
脱可能に連結される。
【００１２】
　本発明の実施態様の他の一例は、物品が、肌当接側に位置する透液性表面シートと、肌
非当接側に位置する不透液性裏面シートと、表裏面シートの間に介在する吸液性第１コア
とから形成され、インナーパッドが、透液性シートと、透液性シートに包被された吸液性
第２コアとから形成されている。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明に係る使い捨て着用物品によれば、インナーパッドの端部が物品の肌当接面と伸
縮性バンドとの間に介在し、バンドによってパッドが物品の肌当接面に押し当てられるか
ら、バンドを介してパッドを物品の肌当接面に固定することができ、物品の着用中におけ
るパッドのずれ動きを防ぐことができる。この物品は、インナーパッドが排泄位置からず
れることはないから、物品の着用中に排泄された体液をパッドに確実に吸収保持させるこ
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とができ、パッドの外側への体液の漏れを防ぐことができる。
【００１４】
　バンドの固定両端部が防漏シートの可動部に固着された着用物品は、インナーパッドの
端部が物品の肌当接面と伸縮性バンドとの間に介在し、バンドによってパッドが物品の肌
当接面に押し当てられるとともに、パッドの両側部が防漏シートの可動部に支持されるか
ら、バンドと防漏シートの可動部とを介してパッドを物品の肌当接面に確実に固定するこ
とができ、物品の着用中におけるパッドのずれ動きを確実に防ぐことができる。この物品
は、インナーパッドが排泄位置からずれることはないから、物品の着用中に排泄された体
液をパッドに確実に吸収保持させることができ、パッドの外側への体液の漏れを防ぐこと
ができる。
【００１５】
　伸縮性バンドの自由伸縮部を横方向へ所定の倍率に伸長させた状態で該バンドの固定両
端部が物品に固着された着用物品は、バンドの収縮力によってインナーパッドが物品の肌
当接面に強く押し当てられるから、バンドを介してパッドを物品の肌当接面に確実に固定
することができ、物品の着用中におけるパッドのずれ動きを確実に防ぐことができる。
【００１６】
　剥離紙に被覆保護された粘着剤が自由伸縮部の肌非当接面に塗布された着用物品は、粘
着剤を介して伸縮性バンドがインナーパッドに連結されるので、着用者の動作によってバ
ンドに部分的な捩れや捲れが生じたとしても、パッドがバンドから外れることはなく、バ
ンドを介してパッドを物品の肌当接面に確実に固定することができ、物品の着用中におけ
るパッドのずれ動きを確実に防ぐことができる。
【００１７】
　複数のフックを有する雄型のメカニカルファスナが自由伸縮部の肌非当接面に取り付け
られた着用物品は、メカニカルファスナを介して伸縮性バンドがインナーパッドに連結さ
れるので、着用者の動作によってバンドに部分的な捩れや捲れが生じたとしても、パッド
がバンドから外れることはなく、バンドを介してパッドを物品の肌当接面に確実に固定す
ることができ、物品の着用中におけるパッドのずれ動きを確実に防ぐことができる。
【００１８】
　物品が表裏面シートと吸液性第１コアとから形成され、インナーパッドが被覆シートと
吸液性第２コアとから形成された着用物品は、多量の体液が排泄され、パッドが体液の全
てを吸収しきれない場合でも、パッドを透過した体液が第１コアに吸収保持されるから、
排泄された多量の体液を物品の外側に漏らすことなく吸収保持することができる。この物
品は、インナーパッドに吸収しきれない体液が物品の肌当接面を拡散することはなく、物
品の汚れを最小限にとどめることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　添付の図面を参照し、本発明に係る使い捨て着用物品の詳細を説明すると、以下のとお
りである。
【００２０】
　図１，２は、前胴周り域２１の側から示す着用物品２０の部分破断斜視図と、前後胴周
り域２１，２３の連結を解除した状態で示す図１の物品２０の展開斜視図とである。図３
，４は、図２の状態から物品２０とパッド３２とを分離して示すそれらの部分破断斜視図
と、股下域２２の一部を省略して示す図２の４－４線矢視断面図とであり、図５は、図２
の５－５線端面図である。図１，２では、縦方向を矢印Ｌで示し、横方向を矢印Ｍで示す
。なお、物品２０の肌当接面とは、着用者の肌に対向する面をいう。また、表面シート３
６や裏面シート２６，３７、防漏シート４１の内面とは、第１コア３８に対向する面をい
い、それらシート２６，３６，３７，４１の外面とは、コア３８に非対向の面をいう。被
覆シート５９の内面とは、第２コア６０に対向する面をいい、シート５９の外面とは、コ
ア６０に非対向の面をいう。
【００２１】
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　物品２０は、前胴周り域２１および後胴周り域２３と、それら胴周り域２１，２３の間
に位置する股下域２２とを有し、前後胴周り域２１，２３に横方向へ延びる両端部２４と
、前後胴周り域２１，２３間に縦方向へ延びる両側部２５とを有する。物品２０は、前後
胴周り域２１，２３および股下域２２を画成してその全体形状を形作る不透液性第１裏面
シート２６（不透液性裏面シート）と、裏面シート２６の内面に取り付けられた積層パネ
ル２７とから形成されている。物品２０では、股下域２２の両側部２５が横方向内方へ向
かって弧を画いている。物品２０は、図２に示すように、その平面形状が砂時計型を呈す
る。物品２０では、前後胴周り域２１，２３の両側部２５が合掌状に重なり合い、両側部
２５が縦方向へ並ぶ複数の熱融着線２８を介して固着されている。物品２０は、図１に示
すように、前後胴周り域２１，２３が連結されたパンツ型であり、胴周り開口２９と一対
の脚周り開口３０とを有する。この物品２０は、その肌当接面に体液を吸収保持する吸収
性インナーパッド３１を装着し、パッド３１ととも着用される。
【００２２】
　前後胴周り域２１，２３には、パッド３１を物品２０の肌当接面に押し当てる一対の伸
縮性バンド３２が伸縮可能に取り付けられている。両端部２４には、横方向へ延びる複数
条の胴周り用弾性部材３３が伸縮可能に取り付けられている。両側部２５には、縦方向へ
延びる複数条の脚周り用弾性部材３４が伸縮可能に取り付けられている。裏面シート２６
には、互いに重なり合う２枚の疎水性繊維不織布３５ａ，３５ｂをラミネートした複合不
織布が使用されている。胴周り用弾性部材３３は、裏面シート２６を形成する不織布３５
ａに被覆され、横方向へ所定の倍率に伸長させた状態で不織布３５ａ，３５ｂに固着され
ている。脚周り用弾性部材３４は、裏面シート２６を形成する不織布３５ａ，３５ｂの間
に介在し、縦方向へ所定の倍率に伸長させた状態でそれら不織布３５ａ，３５ｂに固着さ
れている。
【００２３】
　パネル２７は、肌当接側に位置する透液性表面シート３６と、肌非当接側に位置する不
透液性第２裏面シート３７（不透液性裏面シート）と、表裏面シート３６，３７の間に介
在する吸液性第１コア３８とから形成されている。パネル２７は、その平面形状が略矩形
を呈し、前後胴周り域２１，２３間に延びている。パネル２７は、前後胴周り域２１，２
３に位置して横方向へ延びる両端部３９と、物品２０の両側部２５に位置して縦方向へ延
びる両側部４０とを有する。パネル２７では、それを形成する第２裏面シート３７の外面
が第１裏面シート２６の内面に固着されている。パネル２７の両側部４０には、前後胴周
り域２１，２３間に延びる一対の液抵抗性防漏シート４１が取り付けられている。
【００２４】
　表面シート３６には、親水性繊維不織布４２が使用されている。裏面シート３７には、
シリカやアルミナ等の無機物微細粒子を含有する通気不透液性の延伸プラスチックフィル
ム４３が使用されている。第１コア３８は、粒子状や繊維状の高吸収性ポリマーとフラッ
フパルプとの混合物、または、粒子状や繊維状の高吸収性ポリマーとフラッフパルプと熱
可塑性合成樹脂繊維との混合物であり、所定の厚みに圧縮されている。コア３８は、その
型崩れやポリマーの脱落を防止するため、全体がティッシュペーパーや親水性繊維不織布
等の透液性シート（図示せず）に包被されている。コア３８は、透液性シートを介して表
裏面シート３６，３７の内面に接合されている。ポリマーには、デンプン系、セルロース
系、合成ポリマー系のそれが使用されている。
【００２５】
　防漏シート４１には、疎水性繊維不織布４４が使用されている。防漏シート４１は、パ
ネル２７の両側部４０に並行して縦方向へ延びる固定部４５と、固定部４５に並行して縦
方向へ延びる可動部４６と、可動部４６の縦方向両側に位置して物品２０の横方向内方へ
倒伏した固定両端縁部４７とを有する。可動部４６の上方には、縦方向へ延びる複数条の
伸縮性弾性部材４８が伸縮可能に取り付けられている。弾性部材４８は、縦方向へ所定の
倍率に伸長させた状態で可動部４６に固着されている。防漏シート４１では、物品２０が
肌当接面を内側にして縦方向へ湾曲すると、弾性部材４８が収縮して可動部４６が表面シ
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ート３６の外面（物品２０の肌当接面）から上方へ起立し、可動部４６が体液の横漏れを
防ぐ障壁を形成する。
【００２６】
　パネル２７の両端部３９は、コア３８の端縁４９から縦方向外方へ延びる表裏面シート
３６，３７の端部５０，５１から形成されている。両端部３９では、表裏面シート３６，
３７の端部５０，５１が互いに重なり合った状態で、それらシート３６，３７の内面どう
しが固着されている。防漏シート４１の固定両端縁部４７は、パネル２７の両端部３９（
物品２０の前後胴周り域２１，２３）に位置し、その内面が表面シート３６の外面に固着
されている。
【００２７】
　パネル２７の両側部４０は、コア３８の側縁５２から横方向外方へ延びる表裏面シート
３６，３７の側部５３，５４と防漏シート４１の固定部４５とから形成されている。両側
部４０では、表裏面シート３６，３７の側部５３，５４と防漏シート４１の固定部４５と
が互いに重なり合った状態で、表裏面シート３６，３７の内面どうしが固着され、表面シ
ート３６の外面と防漏シート４１の内面とが固着されている。防漏シート４１の固定部４
５のうちのパネル２７の側部４０から横方向外方へ延びる部分は、側部４０において横方
向内方へ折り曲げられ、第１裏面シート２６と第２裏面シート３７との間に介在し、それ
らシート２６，３７の内外面に固着されている。
【００２８】
　伸縮性バンド３２は、前胴周り域２１の横方向中央と後胴周り域２３の横方向中央とに
配置され、表面シート３６の外面（物品２０の肌当接面）に位置してパネル２７を横切る
ように横方向へ延びている。バンド３２は、親水性または疎水性の繊維不織布５５と、不
織布５５に伸縮可能に取り付けられた横方向へ延びる複数条の伸縮性弾性部材５６とから
形成されている。弾性部材５６は、不織布５５に包被され、横方向へ所定の倍率に伸長さ
せた状態で不織布５５に固着されている。バンド３２は、パネル２７の両側部４０（物品
２０の両側部２５）に位置する固定両端部５７と、固定両端部５７の間に位置してパネル
２７（物品２０）に非固着の自由伸縮部５８とから形成されている。固定両端部５７は、
防漏シート４１の可動部４６の上方に固着されている。可動部４６に対する固定両端部５
７の固着時では、自由伸縮部５８を横方向へ所定の倍率に伸長させた状態にある。自由伸
縮部５８の伸長状態が解除されると、起立する防漏シート４１の可動部４６どうしがバン
ド３２の収縮力で横方向内方へ引っ張られる。可動部４６は、バンドの収縮力によって物
品２０の横方向内方へ傾斜している（図５参照）。
【００２９】
　インナーパッド３１は、透液性被覆シート５９と、被覆シート５９に包被された吸液性
第２コア６０とから形成されている。パッド３１は、縦方向へ長い矩形を呈し、横方向へ
延びる両端部６１と、縦方向へ延びる両側部６２とを有する。パッド３１は、縦方向の長
さが物品２０のそれよりもわずかに小さく、横方向の長さが防漏シート４１の可動部４６
の起立始点間の寸法とほぼ同一である。パッド３１では、コア６０の周縁から周方向外方
へ延びる被覆シート５９の部分が互いに重なり合った状態で固着されている。被覆シート
５９には、親水性繊維不織布６３が使用されている。第２コア６０は、第１コア３８と同
一の混合物であり、全体がティッシュペーパーや親水性繊維不織布等の透液性シート（図
示せず）に包被されている。コア６０は、透液性シートを介して被覆シート５９の内面に
接合されている。
【００３０】
　この物品２０を着用する手順の一例は、以下のとおりである。インナーパッド３１が物
品２０の前後胴周り域２１，２３と股下域２２とに位置するように、パッド３１を防漏シ
ート４１の間であって表面シート３６の外面に乗せた後、バンド３２の収縮力に抗してパ
ッド３１の両端部６１をパネル２７とバンド３２との間に通し、パッド３１の両側部６２
を防漏シート４１の可動部４６の内側に納め、パッド３１を物品２０に装着する。パッド
３１を物品２０に装着すると、被覆シート５９の外面が表面シート３６の外面に当接し、
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両端部６１が前後胴周り域２１，２３に位置するとともに、両側部６２がパネル２７の両
側部４０（物品２０の両側部２５）に位置する。物品２０にパッド３１を装着した後、胴
周り開口２９から脚周り開口３０に着用者の両脚を通し、物品２０を着用者の胴部に引き
上げる。物品２０の着用中に排泄された体液は、被覆シート５９を透過して第２コア６０
に吸収保持される。パッド３１に吸収しきれない体液は、被覆シート５９と表面シート３
６とを透過して第１コア３８に吸収保持される。
【００３１】
　物品２０では、インナーパッド３１の両端部６１が表面シート３６の外面と伸縮性バン
ド３２との間に介在し、パッド３１の両側部６２が防漏シート４１の可動部４６の内側に
納まり、両側部６２がバンド３２の収縮力によって横方向内方へ傾斜した可動部４６に覆
われる。物品２０は、伸縮性バンド３２の固定両端部５７が防漏シート４１の可動部４６
に固着され、可動部４６の捩れや捲れがバンド３２によって阻止される。インナーパッド
３１は、バンド３２の収縮力によって表面シート３６の外面（物品２０の肌当接面）に押
し当てられるとともに、両側部６２が防漏シート４１の可動部４６によって表面シート３
６の外面（物品２０の肌当接面）に押し当てられる。パッド３１は、バンド３２と防漏シ
ート４１の可動部４６とを介して物品２０の肌当接面に固定される。
【００３２】
　物品２０は、バンド３２の収縮力によってパッド３１が物品２０の肌当接面に強く押し
当てられ、パッド３１の両側部６２が防漏シート４１の可動部４６によって物品２０の肌
当接面に押し当てられるから、バンド３２と防漏シート４１の可動部４６とを介してパッ
ド３１を物品２０の肌当接面に確実に固定することができ、物品２０の着用中におけるパ
ッド３１のずれ動きを確実に防ぐことができる。物品２０は、インナーパッド３１が排泄
位置からずれることはないから、物品２０の着用中に排泄された体液をパッド３１に確実
に吸収保持させることができ、パッド３１の外側への体液の漏れを防ぐことができる。
【００３３】
　物品２０は、その着用中に多量の体液が排泄され、インナーパッド３１が体液の全てを
吸収しきれない場合でも、パッド３１を透過した体液が物品２０の第１コア３８に吸収保
持されるから、排泄された多量の体液を物品２０の外側に漏らすことなく吸収保持するこ
とができる。この物品２０は、インナーパッド３１に吸収しきれない体液が肌当接面を拡
散することはなく、物品２０の汚れを最小限にとどめることができる。
【００３４】
　図６，７は、他の一例として示す着用物品７０の斜視図と、物品７０とパッドとを分離
して示すそれらの部分破断斜視図とである。図８，９は、股下域７２の一部を省略して示
す図６の８－８線矢視断面図と、両側部７５の一部を省略して示す図６の９－９線端面図
とであり、図１０は、図７の１０－１０線端面図である。図６，７では、縦方向を矢印Ｌ
で示し、横方向を矢印Ｍで示す。図９，１０では、バンド８０を形成する不織布９７を一
層で示している。なお、物品７０の肌当接面とは、着用者の肌に対向する面をいう。また
、第１表面シート７６や第１裏面シート７７、防漏シート８３の内面とは、第１コア７８
に対向する面をいい、それらシート７６，７７，８３の外面とは、コア７８に非対向の面
をいう。第２表面シート１０８や第２裏面シート１０９の内面とは、第２コア１１０に対
向する面をいい、それらシート１０８，１０９の外面とは、コア１１０に非対向の面をい
う。
【００３５】
　物品７０は、前胴周り域７１および後胴周り域７３と、それら胴周り域７１，７３の間
に位置する股下域７２とを有し、前後胴周り域７１，７３に横方向へ延びる両端部７４と
、前後胴周り域７１，７３間に縦方向へ延びる両側部７５とを有する。物品７０は、肌当
接側に位置する透液性第１表面シート７６と、肌非当接側に位置する不透液性第１裏面シ
ート７７（不透液性裏面シート）と、表裏面シート７６，７７の間に介在してそれらシー
ト７６，７７の内面に接合された吸液性第１コア７８とから形成されている。物品７０で
は、股下域７２の両側部７５が横方向内方へ向かって弧を画いている。物品７０は、その
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平面形状が砂時計型を呈する。この物品７０は、着用時に前後胴周り域７１，７３を連結
するオープン型であり、その肌当接面に体液を吸収保持する吸収性インナーパッド７９を
装着し、パッド７９ととも着用される。
【００３６】
　前後胴周り域７１，７３には、パッド７９を物品７０の肌当接面に押し当てる一対の伸
縮性バンド８０が伸縮可能に取り付けられている。両端部７４には、横方向へ延びる複数
条の胴周り用弾性部材８１が伸縮可能に取り付けられている。両側部７５には、縦方向へ
延びる複数条の脚周り用弾性部材８２が伸縮可能に取り付けられている。両側部７５には
、前後胴周り域７１，７３間に延びる一対の液抵抗性防漏シート８３が取り付けられてい
る。表面シート７６には、親水性繊維不織布８４が使用されている。裏面シート７７には
、互いに重なり合う２枚の疎水性繊維不織布８５ａ，８５ｂをラミネートした複合不織布
が使用されている。コア７８は、図１の物品７０のコア３８と同一の混合物であり、全体
がティッシュペーパーや親水性繊維不織布等の透液性シート（図示せず）に包被されてい
る。
【００３７】
　防漏シート８３には、疎水性繊維不織布８６が使用されている。防漏シート８３は、物
品７０の両側部７５に並行して縦方向へ延びる固定部８７と、固定部８７に並行して縦方
向へ延びる可動部８８と、可動部８８の縦方向両側に位置して物品７０の横方向内方へ倒
伏した固定両端縁部８９とを有する。可動部８８の上方には、縦方向へ延びる複数条の伸
縮性弾性部材９０が伸縮可能に取り付けられている。弾性部材９０は、縦方向へ所定の倍
率に伸長させた状態で可動部８８に固着されている。防漏シート８３では、物品７０が肌
当接面を内側にして縦方向へ湾曲すると、弾性部材９０が収縮して可動部８８が表面シー
ト７６の外面（物品７０の肌当接面）から上方へ起立し、可動部８８が体液の横漏れを防
ぐ障壁を形成する。
【００３８】
　両端部７４は、コア７８の端縁９１から縦方向外方へ延びる表裏面シート７６，７７の
端部９２，９３から形成されている。両端部７４では、表裏面シート７６，７７の端部９
２，９３が互いに重なり合った状態で、それらシート７６，７７の内面どうしが固着され
ている。防漏シート８３の固定両端縁部８９は、両端部７４（物品７０の前後胴周り域７
１，７３）に位置してその内面が表面シート７６の外面に固着されている。胴周り用弾性
部材８１は、裏面シート７７を形成する不織布８５ａ，８５ｂの間に介在し、横方向へ所
定の倍率に伸長させた状態で不織布８５ａ，８５ｂに固着されている。
【００３９】
　両側部７５は、コア７８の側縁９４から横方向外方へ延びる表裏面シート７６，７７の
側部９５，９６と防漏シート８３の固定部８７とから形成されている。両側部７５では、
表面シート７６の側部９５がコア７８の側縁９４から横方向外方へわずかに延び、側部９
５からさらに横方向外方へ裏面シート７７の側部９６と防漏シート８３の固定部８７とが
延びている。両側部７５では、表裏面シート７６，７７の側部９５，９６と防漏シート８
３の固定部８７とが重なり合い、表裏面シート７６，７７の内面どうしが固着され、表裏
面シート７６，７７の内外面と防漏シート８３の内面とが固着されている。脚周り用弾性
部材８２は、裏面シート７７を形成する不織布８５ａ，８５ｂの間に介在し、縦方向へ所
定の倍率に伸長させた状態でそれら不織布８５ａ，８５ｂに固着されている。
【００４０】
　伸縮性バンド８０は、前胴周り域７１の横方向中央と後胴周り域７３の横方向中央とに
配置され、表面シート７６の外面（物品７０の肌当接面）に位置して横方向へ延びている
。バンド８０は、親水性または疎水性の繊維不織布９７と、不織布９７に伸縮可能に取り
付けられた横方向へ延びる複数条の伸縮性弾性部材９８とから形成されている。弾性部材
９８は、不織布９７に包被され、横方向へ所定の倍率に伸長させた状態で不織布９７に固
着されている。バンド８０は、物品７０の両側部７５に位置する固定両端部９９と、固定
両端部９９の間に位置して物品７０に非固着の自由伸縮部１００とから形成されている。



(9) JP 4451294 B2 2010.4.14

10

20

30

40

50

固定両端部９９は、表面シート７６と防漏シート８３の固定部８７との間に介在し、それ
らシート７６，８７の内外面に固着されている。固定両端部９９の固着時では、自由伸縮
部１００を横方向へ所定の倍率に伸長させた状態にある。表面シート７６の外面に対向す
る自由伸縮部１００の内面には、剥離紙１０１に被覆保護された粘着剤１０２が塗布され
てなる止着部が形成されている。なお、自由伸縮部１００の内面には、粘着剤１０２では
なく、複数のフックを有する雄型のメカニカルファスナが取り付けられていてもよい。
 
【００４１】
　後胴周り域７３の両側部７５には、プラスチックフィルムから形成された可撓性のテー
プファスナ１０３が取り付けられている。テープファスナ１０３は、横方向へ延びる固定
端部１０４と自由端部１０５とを有する。固定端部１０４は、裏面シート７７の側部９６
と防漏シート８３の固定部８７との間に介在し、それらシート７７，８７の内面に固着さ
れている。自由端部１０５の内面には、複数のフックを有する雄型のメカニカルファスナ
１０６が取り付けられている。なお、自由端部１０５には、メカニカルファスナ１０６で
はなく、粘着剤が塗布されていてもよい。
【００４２】
　前胴周り域７１には、テープファスナ１０３の自由端部１０５を着脱可能に止着する可
撓性のターゲットテープ１０７が取り付けられている（図１１参照）。ターゲットテープ
１０７には、プラスチックフィルムとフィルムから突出する複数のループとから形成され
た雌型のメカニカルファスナが使用されている。ターゲットテープ１０７は、横長矩形を
有し、裏面シート７７の外面に固着されている。テープファスナ１０３の自由端部１０５
に粘着剤を塗布する場合は、ターゲットテープ１０７にプラスチックフィルムが使用され
る。
【００４３】
　インナーパッド７９は、透液性第２表面シート１０８と、不透液性第２裏面シート１０
９と、表裏面シート１０８，１０９の間に介在する吸液性第２コア１１０とから形成され
ている。パッド７９は、縦方向へ長い矩形を呈し、横方向へ延びる両端部１１１と、縦方
向へ延びる両側部１１２とを有する。パッド７９は、縦方向の長さが物品７０のそれより
もわずかに小さく、横方向の長さが防漏シート８３の可動部８８の起立始点間の寸法とほ
ぼ同一である。パッド７９では、コア１１０の周縁から周方向外方へ延びる表裏面シート
１０８，１０９の部分が互いに重なり合った状態で固着されている。表面シート１０８に
は、親水性繊維不織布１１３が使用されている。裏面シート１０９には、疎水性繊維不織
布１１４が使用されている。コア１１０は、図１のパッド３１のコア６０と同一の混合物
であり、全体がティッシュペーパーや親水性繊維不織布等の透液性シート（図示せず）に
包被されている。コア１１０は、透液性シートを介して表裏面シート１０８，１０９の内
面に接合されている。
【００４４】
　図１１は、着用途中の状態を示す図６の物品７０の斜視図である。この物品７０を着用
する手順の一例は、以下のとおりである。伸縮性バンド８０から剥離紙１０１を剥がして
粘着剤１０２を露出させ、インナーパッド７９が物品７０の前後胴周り域７１，７３と股
下域７２とに位置するように、パッド７９を防漏シート８３の間であって表面シート７６
の外面に乗せる。バンド８０の収縮力に抗してパッド７９の両端部１１１を表面シート７
６とバンド８０との間に通した後、粘着剤１０２を介してバンド８０の肌非当接面を表面
シート１０８の外面に貼付してバンド８０とパッド７９とを連結し、パッド７９を物品７
０に装着する。なお、伸縮性バンド８０の肌非当接面に雄型のメカニカルファスナを取り
付ける場合は、フックが表面シート１０８を形成する不織布１１３の繊維に引っ掛かるこ
とでバンド８０とパッド７９とが連結される。パッド７９を物品７０に装着すると、裏面
シート１０９の外面が表面シート７６の外面に当接し、両端部１１１が前後胴周り域７１
，７３に位置するとともに、両側部１１２が物品７０の両側部７５に位置する。物品７０
では、パッド７９がバンド８０の収縮力によって表面シート７６の外面（物品７０の肌当
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接面）に押し当てられるとともに、パッド７９の両側部１１２が防漏シート８３の可動部
８８に支持される。パッド７９は、バンド８０と防漏シート８３の可動部８８とを介して
物品７０の肌当接面に固定される。
【００４５】
　物品７０にパッドを装着した後、物品７０の股下域７２に着用者の臀部を乗せ、股下域
７２を折り曲げて前胴周り域７１を着用者の腹部の上に乗せる。次に、後胴周り域７３の
両側部７５が着用者の腹部の上に位置するように、後胴周り域７３の両側部７５を前胴周
り域７１の両側部７４の外側に重ね合わせ、メカニカルファスナ１０６を介してテープフ
ァスナ１０３の自由端部１０５をターゲットテープ１０７に止着し、前胴周り域７１と後
胴周り域７３とを連結する。前後胴周り域７１，７３が連結された物品７０には、胴周り
開口と一対の脚周り開口とが形成される（図示せず）。物品７０の着用中に排泄された体
液は、表面シート１０８を透過して第２コア１１０に吸収保持される。パッド７９に吸収
しきれずにパッド７９の周縁から漏出した体液は、表面シート７６を透過して第１コア７
８に吸収保持される。
【００４６】
　物品７０は、インナーパッド７９の両端部１１１が表面シート７６の外面と伸縮性バン
ド８０との間に介在し、バンド８０の収縮力によってパッド７９が表面シート７６（物品
７０の肌当接面）に強く押し当てられ、さらに、パッド７９の両側部１１２が防漏シート
８３の可動部８８に支持されるから、バンド８０と防漏シート８３の可動部８８とを介し
てパッド７９を物品７０の肌当接面に確実に固定することができ、物品７０の着用中にお
けるパッド７９のずれ動きを確実に防ぐことができる。物品７０は、粘着剤１０２を介し
てバンド８０がインナーパッド７９に連結されるので、着用者の動作によってバンド８０
に部分的な捩れや捲れが生じたとしても、パッド７９がバンド８０から外れることはない
。物品７０は、インナーパッド７９が排泄位置からずれることはないから、物品７０の着
用中に排泄された体液をパッド７９に確実に吸収保持させることができ、パッド７９の外
側への体液の漏れを防ぐことができる。
【００４７】
　物品７０は、その着用中に多量の体液が排泄され、インナーパッド７９が体液の全てを
吸収しきれない場合でも、体液が物品７０の第１コア７８に吸収保持されるから、排泄さ
れた多量の体液を物品７０の外側に漏らすことなく吸収保持することができる。この物品
７０は、インナーパッド７９に吸収しきれない体液が肌当接面を拡散することはなく、物
品７０の汚れを最小限にとどめることができる。なお、複数のフックを有する雄型のメカ
ニカルファスナが伸縮性バンド８０の自由伸縮部１００の肌非当接面に取り付けられた場
合は、フックを介してバンド８０がインナーパッド７９に連結されるので、着用者の動作
によってバンド８０に部分的な捩れや捲れが生じたとしても、パッド７９がバンド８０か
ら外れることはなく、バンド８０を介してパッド７９を物品７０の肌当接面に確実に固定
することができ、物品７０の着用中におけるパッド７９のずれ動きを確実に防ぐことがで
きる。
【００４８】
　図１の物品２０では、図６のそれと同様に、伸縮性バンド３２の自由伸縮部５８の肌非
当接面に剥離紙に被覆保護された粘着剤が塗布されていてもよく、自由伸縮部の肌非当接
面に複数のフックを有する雄型のメカニカルファスナが取り付けられていてもよい。また
、図１の物品２０では、伸縮性バンド３２の固定両端部５７が表面シート３７と防漏シー
ト４１の固定部４５との間に介在し、それらシート３７，４１の内外面に固着されていて
もよい。図６の物品７０では、図１のそれと同様に、伸縮性バンド８０の固定両端部９９
が防漏シート８３の可動部８８に固着されていてもよい。図１，６の物品２０，７０では
、伸縮性バンド３２，８０の自由伸縮部５８，１００を横方向へ伸長することなくバンド
３２，８０の固定両端部５７，９９が物品２０，７０に固着されていてもよい。図１，６
の物品２０，７０では、伸縮性バンド３２，８０が前後胴周り域２１，７１，２３，７３
のうちのいずれか一方のみに取り付けられていてもよい。
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【００４９】
　表面シート３６，７６，１０８や被覆シート５９には、親水性繊維不織布４２，６３，
８４，１１３の他に、多数の開孔を有する疎水性繊維不織布を使用することができる。裏
面シート２６，３７，７７，１０９や防漏シート４１，８３には、通気不透液性プラスチ
ックフィルムを使用することもでき、通気不透液性プラスチックフィルムと疎水性繊維不
織布とをラミネートした複合シートを使用することもできる。裏面シート２６，３７，７
７，１０９や防漏シート４１，８３には、高い耐水性を有するメルトブローン法による繊
維不織布の少なくとも片面に、高い強度と良好な柔軟性とを有するスパンボンド法による
繊維不織布をラミネートした複合不織布（ＳＭ不織布、ＳＭＳ不織布）を使用することも
できる。伸縮性バンド３２，８０には、熱可塑性エラストマー樹脂を溶融、紡糸して作ら
れる伸縮性繊維から形成された伸縮性繊維不織布を使用することもできる。バンド３２，
８０には、伸縮性繊維不織布の少なくとも片面に捲縮繊維から形成された親水性繊維不織
布を重ね合わせた複合不織布を使用することもできる。
【００５０】
　繊維不織布には、スパンレース、ニードルパンチ、メルトブローン、サーマルボンド、
スパンポンド、ケミカルボンドの各製法により製造された不織布を使用することができる
。親水性繊維不織布は、親水化処理が施された合成繊維、半合成繊維、再生繊維のうちの
いずれか、または、それら繊維を混合した複合繊維から作ることができる。疎水性繊維不
織布は、合成繊維から作ることができる。疎水性繊維不織布には、撥水処理が施された半
合成繊維や再生繊維が含まれていてもよい。合成繊維には、特に限定はないが、ポリエス
テル系、ポリアクリロニトリル系、ポリ塩化ビニル系、ポリエチレン系、ポリプロピレン
系、ポリスチレン系を使用することができる。合成繊維には、芯鞘型複合繊維、並列型複
合繊維、異型中空繊維、微多孔繊維、接合型複合繊維を使用することもできる。
【００５１】
　シート２６，３６，３７，４１，５９，７６，７７，１０８，１０９どうしの固着やシ
ート３６，３７，５９，７６，７７，１０８，１０９に対するコア３８，６０，７８，１
１０の接合、シート２６，４１，７７，８３や不織布５５，９７に対する弾性部材３３，
３４，４８，５６，８１，８２，９０，９８の固着には、接着剤を使用することができる
。接着剤は、シート２６，３６，３７，４１，５９，７６，７７，１０８，１０９や不織
布５５，９７にスパイラル状や波状、ジグザグ状、ドット状、縞状のうちのいずれかの態
様で塗布されていることが好ましい。接着剤をそれらの態様でシート２６，３６，３７，
４１，５９，７６，７７，１０８，１０９や不織布５５，９７に塗布すると、それらシー
ト２６，３６，３７，４１，５９，７６，７７，１０８，１０９どうしが断続的に固着さ
れ、コア３８，６０，７８，１１０がシート３６，３７，５９，７６，７７，１０８，１
０９に断続的に接合されるとともに、弾性部材３３，３４，４８，５６，８１，８２，９
０，９８がシート２６，４１，７７，８３や不織布５５，９７に断続的に固着される。接
着剤には、ホットメルト型接着剤やアクリル系接着剤、ゴム系接着剤のいずれかを使用す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】前胴周り域の側から示す着用物品の部分破断斜視図。
【図２】前後胴周り域の連結を解除した状態で示す図１の物品の展開斜視図。
【図３】物品とパッドとを分離して示すそれらの部分破断斜視図。
【図４】図２の４－４線矢視断面図。
【図５】図２の５－５線端面図。
【図６】他の一例として示す着用物品の斜視図。
【図７】物品とパッドとを分離して示すそれらの部分破断斜視図。
【図８】図６の８－８線矢視断面図。
【図９】図６の９－９線端面図。
【図１０】図７の１０－１０線端面図。
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【図１１】着用途中の状態を示す図６の物品の斜視図。
【符号の説明】
【００５３】
　２０　　使い捨て着用物品
　２１　　前胴周り域
　２２　　股下域
　２３　　後胴周り域
　２４　　両端部
　２５　　両側部
　２６　　不透液性第１裏面シート（不透液性裏面シート）
　３１　　吸収性インナーパッド
　３２　　伸縮性バンド
　３６　　透液性表面シート
　３７　　不透液性第２裏面シート（不透液性裏面シート）
　３８　　吸液性第１コア
　４１　　液抵抗性防漏シート
　４５　　固定部
　４６　　可動部
　４７　　固定両端縁部
　４８　　伸縮性弾性部材
　５６　　伸縮性弾性部材
　５７　　固定両端部
　５８　　自由伸縮部
　５９　　透液性被覆シート
　６０　　吸液性第２コア
　７０　　使い捨て着用物品
　７１　　前胴周り域
　７２　　股下域
　７３　　後胴周り域
　７４　　両端部
　７５　　両側部
　７６　　透液性第１表面シート（透液性表面シート）
　７７　　不透液性第１裏面シート（不透液性裏面シート）
　７８　　吸液性第１コア
　７９　　吸収性インナーパッド
　８０　　伸縮性バンド
　８３　　液抵抗性防漏シート
　８７　　固定部
　８８　　可動部
　８９　　固定両端縁部
　９０　　伸縮性弾性部材
　９８　　伸縮性弾性部材
　９９　　固定両端部
　１００　自由伸縮部
　１０１　剥離紙
　１０２　粘着剤
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